
一
九
九
五
年
の
御
着
任
以
来
、
二
二
年
の

長
き
に
わ
た
り
専
攻
（
学
域
）・
専
修
の
教

学
に
御
尽
力
く
だ
さ
っ
た
中
川
成
美
先
生
が

二
〇
一
六
年
度
で
定
年
退
職
を
迎
え
ら
れ

た
。
一
月
一
八
日
に
は
定
年
退
職
を
記
念
す

る
最
終
講
義
が
創
思
館
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
ル

ー
ム
で
開
催
さ
れ
、
修
了
生
・
卒
業
生
を
は

じ
め
在
学
生
、
教
職
員
が
講
義
を
拝
聴
し

た
。
最
終
講
義
は
修
士
論
文
か
ら
現
在
の
御

研
究
ま
で
を
振
り
返
り
、
今
後
を
展
望
す
る

も
の
で
あ
っ
た
。
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
か
ら

は
じ
ま
り
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
文
学
、
ト
ラ
ベ
ル

ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
、
基
礎
資
料
の
作
成
、
海
外

学
会
と
の
連
携
・
研
究
交
流
に
至
る
ま
で
、

そ
の
多
岐
に
わ
た
る
業
績
に
圧
倒
さ
れ
た
。

ま
た
、
多
岐
に
わ
た
る
研
究
を
授
業
に
お
い

て
も
展
開
さ
れ
、
そ
れ
が
受
講
生
の
研
究
、

学
位
、
著
書
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
を

改
め
て
確
認
す
る
こ
と
も
で
き
た
。
中
川
先

生
の
研
究
、
教
育
の
全
体
像
を
伺
う
こ
と
の

で
き
る
最
終
講
義
で
あ
り
、
教
員
に
と
っ
て

も
非
常
に
刺
激
を
受
け
る
も
の
で
あ
っ
た
。

な
お
中
川
先
生
に
は
、
本
年
四
月
以
降
も
特

任
教
授
と
し
て
専
攻
（
学
域
）・
専
修
の
教

学
に
引
き
続
き
御
尽
力
い
た
だ
い
て
い
る
。

○

近
年
、
学
術
論
文
の
オ
ー
プ
ン
ア
ク
セ
ス

化
が
進
ん
で
い
る
。
科
学
技
術
・
学
術
審
議

会
学
術
分
科
会
の
学
術
情
報
委
員
会
に
お
け

る
審
議
の
ま
と
め
で
は
、
研
究
成
果
を
原
則

公
開
し
、
広
く
社
会
に
利
活
用
さ
れ
る
こ
と

を
研
究
者
が
基
本
理
念
と
し
て
共
有
す
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
大
学
教
員
等

の
公
募
で
は
論
文
等
の
引
用
実
績
（
例
え
ば

G
oogle

scholar

等
で
得
ら
れ
る
引
用
数
情

報
）
を
示
す
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
場
合
も
出

て
き
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
学
界
の
状
況
を
考
え
る
と
、

『
論
究
日
本
文
学
』
に
つ
い
て
も
オ
ー
プ
ン

ア
ク
セ
ス
化
を
進
め
る
こ
と
が
必
須
で
あ

り
、
そ
れ
が
会
員
の
大
き
な
利
益
に
つ
な
が

る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
二
〇
一
六
年

度
総
会
に
『
論
究
日
本
文
学
』
の
オ
ー
プ
ン

ア
ク
セ
ス
化
を
提
案
し
、
御
承
認
い
た
だ
い

た
。
そ
の
後
、
編
集
長
の
内
藤
由
直
先
生
を

中
心
に
許
諾
依
頼
が
、
赤
間
先
生
を
中
心
に

各
論
文
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
が
進
め
ら
れ
た
。
順
調

に
い
け
ば
、『
論
究
日
本
文
学
』
一
〇
六
号

が
お
手
元
に
届
く
頃
に
は
ウ
ェ
ブ
で
の
公
開

が
始
ま
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

オ
ー
プ
ン
ア
ク
セ
ス
化
は
、
会
員
の
研
究

成
果
を
国
内
だ
け
で
は
な
く
、
広
く
世
界
に

発
信
し
て
い
く
こ
と
に
つ
な
が
る
も
の
で
あ

る
。
国
際
的
な
発
信
を
強
化
す
る
た
め
に
、

今
後
、
例
え
ば
論
文
に
英
文
タ
イ
ト
ル
や
英

文
要
旨
を
付
け
る
こ
と
な
ど
も
検
討
し
て
い

い
か
も
し
れ
な
い
。

な
お
オ
ー
プ
ン
ア
ク
セ
ス
化
に
伴
い
、
二

〇
一
六
年
七
月
二
一
日
付
け
で
投
稿
要
領
を

一
部
改
定
し
た
。
会
員
の
皆
様
に
は
本
会
ウ

ェ
ブ
サ
イ
ト
、
又
は
『
論
究
日
本
文
学
』
最

新
号
で
御
確
認
い
た
だ
き
た
い
。

今
後
も
学
界
を
取
り
巻
く
状
況
に
対
し
て

十
分
注
意
を
払
い
、
会
員
の
研
究
成
果
が
学

界
だ
け
で
な
く
広
く
社
会
に
知
ら
れ
、
共
有

さ
れ
る
よ
う
な
方
策
を
適
切
に
講
じ
て
い
き

た
い
。

（
小
椋
秀
樹
）
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